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研究成果の概要： 
植物の種子生産は、適応度に直接関わる重要な形質である。そのため、種子生産に関して非常

にさまざまな研究が行われてきている。そして、いくつかの興味深い研究の流れが形成されて

きた。その中に、種子生産における雄親と雌親の対立・親子の対立に関する研究 (Queller 1994 

など多数)と、胚珠（花）の余剰生産に関する研究 (Stephenson 1981 など多数) がある。本研

究では、この二つの理論を統合し、子生産戦略を統一的に捉える新理論を構築することに成功

した。 
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１．研究開始当初の背景 

植物の種子生産は、適応度に直接関わる重要

な形質である。そのため、種子生産に関して

非常にさまざまな研究が行われてきている。

そして、いくつかの興味深い研究の流れが形

成されてきた。その中に、種子生産における

雄親と雌親の対立・親子の対立に関する研究 

(Queller 1994 など多数)と、胚珠（花）の



余剰生産に関する研究 (Stephenson 1981 な

ど多数) がある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、この二つの理論を統合し、子生

産戦略を統一的に捉える新理論を構築する

ことを目的とする。 

 
３．研究の方法 

対立理論と余剰理論を統合した新理論の開

発を試みる。また、イチリンソウ属植物（キ

クザキイチゲ・アズマイチゲ・ニリンソウな

どを予定）を対象に、新理論の検証を行う（実

験補助者への謝金が必要）。本申請課題の特

に重要な貢献は、胚珠の余剰生産に関する新

仮説（選択的中絶により、受精胚珠の資源吸

収速度を揃える）を提唱することである。そ

こで、余剰生産を説明する三つの仮説（新仮

説と、選択的中絶仮説・遺伝的荷重仮説）の

それぞれがどれくらい寄与しているのかを

検証することに重点を置く。調査実験は、山

形県の蔵王で行う。 

４．研究成果 

花内における胚珠の余剰生産（種子にならない

胚珠の存在）は、花の余剰生産（果実にならな

い花の存在）同様に一般的な現象である。受粉

花粉も資源も十分な状態でも、種子／胚珠の比

が 1 よりもかなり低い植物は多い。本研究では、

こうした余剰胚珠の進化を説明する新しい仮説

を提唱する。胚珠を余剰生産し一部を選択的に

中絶することは、受精胚珠間の資源競争を制御

する雌親の戦略であるというものである。受精胚

珠は、雌親から資源を吸収して種子へと発達し

ていく。この過程で、資源吸収を巡って競争が

生じる。資源吸収能力に受精胚珠の間で差があ

るならば、不均一な大きさの種子ができあがるこ

とになる。しかし雌親にとっては、自分の資源を

均等に分配し、均一な大きさの種子を作ることが

有利である。そのため、胚珠を余剰生産し、資

源吸収能力が同程度である受精胚珠を選択的

に残す。その結果、ほぼ均一な大きさの種子が

できあがる。この仮説が働くかどうかを、数理モ

デルを用いて調べた。受精胚珠には、資源吸収

能力が高い型と低い型の二型があるとする。雌

親は、受精胚珠の資源吸収速度を関知すること

ができる（どちらの型なのか知ることができる）。し

かし、どれくらいの大きさに発達しているのかを

関知することはできない（種子の大きさを直接的

に知ることはできない）。以上の仮定の下で解析

したところ、二型間の資源吸収速度にある程度

の差があるならば、胚珠を余剰胚珠し、どちらか

の型を選択的に中絶することが有利になること

がわかった。この仮説では、完成した種子の遺

伝的質には差が無くても選択的中絶が有利とな

りうる。この点で、遺伝的質の高い種子を選択す

るという従来の仮説とは異なる。 
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